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厚生労働省健康局結核感染症課  

 

令和元年台風第 19号に係る被害地域における感染症予防対策としての消毒等について 

 

標記被害に際して、令和元年 10 月 13 日付事務連絡「令和元年台風第 19号に係る被害地域における感染症

予防対策について」及び令和元年 10 月 16 日付事務連絡「令和元年台風第 19 号に係る被害地域における感染

症予防対策としての消毒及び害虫等対策の実施について」にて、感染症の発生及びまん延が懸念される場合の

感染症予防対策として消毒及び害虫等対策（ねずみ族、昆虫等駆除）を円滑かつ適切に実施いただくようご連

絡したところですが、当該消毒等に係る追加の留意事項を下記のとおり取りまとめましたので、対応に当たり

ご配慮いただきますようお願いします。 

なお、標記被害地域を含まない地方公共団体におかれましても、今後の参考とされますよう本事務連絡を送

付します。 

記 

 

（１）浸水した家屋等の消毒の手順の周知及び関連物資の配布について 

浸水した家屋等の消毒の手順について、住民の方々に対する周知用資料を別添のとおり作成しましたので、

周知の際にご活用いただきますようお願いします。また、住民の方々に対して消毒薬を配布する際には、必

要に応じてマスクや手袋等の関連物資も併せて配布いただきますようお願いします。 

 

（２）がれきの撤去等の作業に専門的に従事する方への防じんマスク着用の勧奨について 

消毒を行う前提となるがれきの撤去等に際して、汚泥から生じるレジオネラ菌を含む微細な水滴を多量に

吸引した場合には、レジオネラ症を発症する可能性があるため、特にがれきの撤去等の作業に専門的に従事

する方については、防じんマスクの着用を勧奨していただきますようお願いします。 

 

 

別添：浸水した家屋の感染症対策 



浸水した家屋の感染症対策

消毒の前に十分清掃しましょう！

①ほこりから目や口を保護するため、ゴーグル・マスクを着用
②清掃中のケガ予防に、手袋・底の厚い靴などを着用
③ドアと窓をあけて、しっかり換気
④汚泥は十分に取り除き、しっかり乾燥
清掃が不十分だと、消毒の効果を発揮できません！！

●感染症予防のためには、清掃と乾燥が最も重要です

清掃が不十分だと、消毒の効果を発揮できません！！

●屋外（床下や庭）の消毒は原則不要です

主な消毒液と使用方法

消毒の手順

●ゴム手袋・長靴、ゴーグル等を着用して作業しましょう！

●次亜塩素酸ナトリウム
汚染の程度がひどい場合、長時間浸水していた場合に使います

●アルコール、塩化ベンザルコニウム
色あせ、腐食などにより次亜塩素酸ナトリウムが使用できない場合に使います
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浸水した家屋の消毒手順

●作業が終わったらしっかり手洗い
●ケガをした場合はしっかり洗浄、消毒
●深い傷や汚れた傷、目を洗浄しても充血する場合は医師に相談
●消毒薬の使用後は、よく乾燥させてください

消毒液の希釈方法

清掃・消毒作業が終わったら

バケツ（10ℓ）を使用する場合

消毒液
コップ100cc

ペットボトル（1ℓ）を使用する場合

10％消毒液であれば…
ペットボトルのキャップ2杯を
入れて、水（1ℓ）を入れる

ペットボトル（2ℓ）を使用する場合

10％消毒液であれば…
ペットボトルのキャップ1杯を入れて、
水（2ℓ）を入れる

10％消毒液であれば…
コップ1杯（100cc)を入
れて、水（1ℓ）を入れる

0.1％希釈の簡易的な方法

0.02％希釈の簡易的な方法

キャップ2杯

キャップ1杯（4～5cc）

※キャップ1杯（4～5cc）

●薬液の濃度や用法など消毒薬は、薄めて（希釈して）使用するものがあります。
使用上の注意事項を確認してから使用しましょう。


